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大
東
亜
戦
争
で
は
、
今
で
も
知
ら
れ
る

の
が
海
軍
零
式
戦
闘
機
（
ゼ
ロ
戦
）
の
活

躍
で
し
ょ
う
。
少
し
詳
し
い
人
な
ら
、
世

界
初
の
渡
洋
爆
撃
を
行
っ
た
96
式
陸
上
攻

撃
機
の
偉
業
と
い
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
人

が
多
い
し
、
山
本
五
十
六
大
将
が
戦
死
さ

れ
た
1
式
陸
上
攻
撃
機
も
有
名
で
す
。

　

戦
後
80
年
に
も
な
り
ま
す
が
、
陸
軍
航

空
は
、
そ
の
健
闘
の
割
に
一
般
に
あ
ま
り

知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
実

際
に
は
秘
密
主
義
の
海
軍
に
比
べ
て
、
陸

軍
は
そ
の
広
報
に
も
熱
心
で
、
当
時
で
は

は
る
か
に
世
間
に
も
よ
く
親
し
ま
れ
て
お

り
ま
し
た
。

　

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
亡
父
は
陸
軍
航

空
技
術
で
防
空
戦
闘
機
の
設
計
に
も
関

わ
っ
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
秘
話
や
記
録

を
残
し
て
も
い
ま
す
。

■
飛
行
戦
隊
の
こ
と

　
「
戦
隊
」
と
い
う
勇
ま
し
い
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
戦
後
の
自
衛
隊
で
は
「
戦
車
」

も
嫌
わ
れ
特
車
、「
砲
兵
」
も
同
じ
で
特
科

と
さ
れ
ま
し
た
か
ら
、
戦
隊
、
戦
う
集
団

な
ど
と
い
う
部
隊
名
称
な
ど
は
と
ん
で
も

な
い
と
い
う
気
分
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
加
藤
隼
戦
闘
隊
」
と
い
う
映
画
で
知

ら
れ
た
部
隊
が
あ
り
ま
し
た
。
1
式
戦
闘

機
（
愛
称
隼
）
を
装
備
し
た
、
大
東
亜
戦

争
の
始
ま
り
に
マ
レ
ー
や
ビ
ル
マ
で
活
躍

し
た
飛
行
第
64
戦
隊
、
加
藤
部
隊
の
こ
と

で
し
た
。
加
藤
中
佐
は
戦
隊
長
で
し
た
。

　

写
真
は
、
加
藤
中
佐
の
大
尉
時
代
の
愛

機
、
95
式
戦
闘
機
で
す
。
開
発
名
称
キ
10

と
い
う
機
体
で
す
。
川
崎
が
造
っ
た
水
冷

Ｖ
型
で
最
大
速
度
は
3
9
6
㌔
。
97
式
戦

闘
機
の
前
に
戦
っ
た
も
の
で
、
ノ
モ
ン
ハ

ン
で
も
勇
戦
し
ま
す
。
加
藤
大
尉
の
乗
機

で
あ
る
こ
と
は
尾
翼
の
「
カ
」
で
分
か
り

ま
す
。

　

あ
と
1
枚
は
、
野
戦
飛
行
場
で
整
列
し

て
い
る
1
9
3
9
年
の
写
真
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
戦
隊
と
い
う
名
称
は
1 

9

3 

8
（
昭
和
13
）
年
に
、
そ
れ
ま
で
の
飛

行
聯
隊
を
飛
行
戦
隊
、
飛
行
場
大
隊
、
航

空
分
廠
に
編
制
を
改
め
た
も
の
で
す
。

　

戦
隊
長
は
飛
行
部
隊
の
指
揮
官
で
3
個

の
飛
行
中
隊
を
指
揮
し
ま
し
た
。
中
隊
は

戦
闘
機
な
ら
12
機
、
偵
察
と
軽
爆
撃
機
は

各
9
機
、
重
爆
撃
機
は
6
機
な
ど
で
構
成

さ
れ
、
第
64
戦
隊
の
よ
う
な
飛
行
戦
隊
の

人
員
数
は
空
中
勤
務
者
（
海
軍
な
ら
搭
乗

員
）
や
機
付
下
士
官
・
兵
な
ど
で
2
1
8

名
ば
か
り
で
す
。

　

2
～
3
個
飛
行
戦
隊
で
飛
行
団
（
長
は

少
将
）
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
上
に
は
3

個
飛
行
団
と
飛
行
通
信
聯
隊
（
長
：
大
佐
、

1
3
1
4
名
）、飛
行
情
報
隊
（
長：少
佐
、

3
3
4
名
）
と
司
令
部
を
も
つ
飛
行
集
団

が
あ
り
ま
し
た
。
集
団
長
は
中
将
で
し
た
。

飛
行
集
団
は
の
ち
、
1
9
4
2
（
昭
和
17
）

年
に
飛
行
師
団
と
名
称
が
改
ま
り
、
最
上

部
の
航
空
兵
団
も
航
空
軍
と
な
り
ま
し
た
。

■
陸
軍
航
空
の
あ
け
ぼ
の

　

1
9
0
9
（
明
治
42
）
年
に
生
ま
れ
た

「
臨
時
軍
用
気
球
研
究
会
」
が
陸
海
軍
航

空
の
始
ま
り
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

会
長
は
、
プ
ロ
ペ
ラ
髭
や
型
破
り
な
言
動

で
有
名
な
長
岡
外
史
陸
軍
省
軍
務
局
長

（
上
越
の
高
田
に
あ
る
師
団
長
官
舎
で
知

ら
れ
る
）
で
、
山
本
英
輔
海
軍
少
佐
（
後

に
大
将
）、
日
野
熊
蔵
陸
軍
大
尉
（
徳
川
大

尉
と
代
々
木
で
飛
行
）、
民
間
か
ら
も
田た

中な
か

館だ
て

愛あ
い

橘き
つ
博
士
（
1
8
5
6
～
1
9
5

2
年
）
な
ど
も
参
加
し
ま
し
た
。
田
中
館

博
士
は
岩
手
出
身
、
東
京
帝
大
教
授
の
物

理
学
者
で
緯
度
観
測
所
、
航
空
研
究
所
な

ど
の
創
設
で
有
名
で
す
。

　

軍
用
気
球
の
研
究
と
い
う
の
は
予
算
獲

得
の
た
め
の
建
前
で
、
ま
だ
真
価
も
不
明

発進直前の加藤建夫大尉操縦の95式
戦闘機。整備兵が翼端を押さえる

緑色の迷彩塗装された95式戦闘機

陸
軍
史
の
窓
か
ら
（
第
13
回
）

陸
軍
航
空
の
話
⑴荒

木　

肇

旅順要塞攻撃で観測のために
使われた気球
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な
が
ら
興
味
深
い
航
空
機
を
研
究
し
て
み

よ
う
と
い
う
の
が
陸
海
軍
の
本
音
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。

　

研
究
会
は
当
初
、
東
京
の
中
野
の
陸
軍

気
球
隊
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
埼
玉

県
の
所
沢
に
飛
行
場
が
で
き
て
、
そ
こ
へ

移
り
ま
し
た
。
海
軍
は
1
9
1
2
（
明
治

45
）
年
に
横
須
賀
の
近
く
、
追お
っ

浜ぱ
ま
に
水
上

機
の
基
地
を
造
り
、
別
の
道
を
歩
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

陸
軍
は
1
9
1
5
（
大
正
4
）
年
に
交

通
兵
団
長
の
指
揮
下
に
航
空
大
隊
を
置
き

ま
し
た
。
気
球
と
飛
行
機
各
1
個
中
隊
で

す
。
航
空
要
員
の
養
成
も
こ
こ
で
行
わ
れ
、

偵
察
学
生
の
名
簿
を
見
る
と
、
杉す
ぎ

山や
ま

元げ
ん

（
1
8
8
0
～
1
9
4
5
年
）
元
帥
大
将

の
名
前
も
あ
り
ま
す
。

　

大
将
は
1
9
1
8
（
大
正
7
）
年
12
月

に
は
中
佐
で
航
空
第
2
大
隊
長
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
大
佐
時
代
に
は
軍
務
局
航
空

課
長
で
、
航
空
兵
科
が
で
き
た
と
き
（
大

正
14
年
5
月
）
に
は
少
将
に
昇
任
、
航
空

本
部
補
給
部
長
に
な
り
ま
し
た
。
操
縦
は

で
き
な
く
て
も
航
空
に
つ
い
て
全
く
の
素

人
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

交
通
兵
団
と
い
う
の
は
近
衛
師
団
の
管

轄
下
に
あ
り
ま
し
た
。
大
東
亜
戦
争
で
飛

行
団
長
（
3
個
戦
隊
を
指
揮
す
る
）
を
つ

と
め
た
方
の
回
顧
録
に
、
希
望
が
か
な
っ

て
航
空
要
員
に
な
っ
て
交
通
兵
団
附
の
辞

令
を
も
ら
い
、
こ
れ
で
自
分
も
近
衛
兵
に

な
っ
た
と
思
い
込
み
、
偕
行
社
で
近
衛
の

帽
章
を
買
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

　

近
衛
兵
の
帽
章
は
た
だ
の
五
稜
星
の
一

般
部
隊
の
そ
れ
と
異
な
っ
て
、
桜
花
が
星

を
囲
む
デ
ザ
イ
ン
で
す
か
ら
目
立
っ
て
格

好
良
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ

は
大
変
な
誤
解
で
、
交
通
兵
団
は
近
衛
師

団
の
隷
下
部
隊
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て

近
衛
兵
に
な
っ
た
わ
け
で
も
な
い
、
た
だ

管
理
下
に
あ
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
し
た
。

■
航
空
兵
科
の
誕
生

　

航
空
兵
科
が
で
き
た
時
に
、
陸
軍
航
空

部
が
航
空
本
部
に
昇
格
し
ま
す
。
教
育
や

装
備
な
ど
の
航
空
軍
政
の
大
元
締
め
に
な

り
ま
し
た
。
第
6
番
目
の
兵
科
の
誕
生
で

し
た
（
憲
兵
は
兵
科
で
し
た
が
、
士
官
学

校
で
の
養
成
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
襟
章
の
色

は
大
空
を
表
す
淡
青
色
で
鮮
や
か
な
も
の

で
す
。
こ
の
頃
は
師
団
長
の
下
に
6
個
飛

行
聯
隊
が
あ
り
、
後
に
宇
垣
軍
縮
の
お
か

げ
で
2
個
聯
隊
が
増
え
合
計
8
個
聯
隊
に

な
り
ま
し
た
。

　

1
9
2
5
（
大
正
14
）
年
3
月
の
常
備

団
体
配
備
表
を
見
る
と
、
近
衛
師
団
に
第

5
聯
隊
（
東
京
府
立
川
）、
第
3
師
団
（
名

古
屋
）
隷
下
に
第
1
、
第
2
（
共
に
岐
阜

県
各
務
原
）、
第
7
（
静
岡
県
浜
松
）、
第
12

師
団（
久
留
米
）に
第
4（
福
岡
県
大
刀
洗
）、

第
16
師
団
（
京
都
）
に
第
3
（
滋
賀
県
八

日
市
）、
第
20
師
団
（
朝
鮮
龍
山
）
に
は
第

6
（
平
壌
）
の
各
飛
行
聯
隊
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
体
制
が
1
9
3
4
（
昭
和
9
）
年

ま
で
続
き
ま
し
た
。
た
だ
し
飛
行
中
隊
数

は
戦
闘
、
偵
察
、
軽
爆
、
重
爆
の
合
計
が

16
個
か
ら
39
個
に
増
え
て
い
ま
す
。
保
有

機
数
は
約
4
0
0
機
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
1
9
3
6
（
昭
和
11
）
年
、

大
き
な
軍
備
拡
充
計
画
が
通
り
ま
す
。
昭

和
18
年
ま
で
に
合
計
で
1
4
0
個
中
隊
、

約
1
0
0
0
機
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

　

飛
行
聯
隊
は
大
佐
が
聯
隊
長
で
、
各
聯

隊
に
は
2
～
5
個
の
飛
行
中
隊
が
あ
り
ま

し
た
。
4
個
中
隊
の
場
合
は
2
個
大
隊
に

も
し
ま
す
。
航
空
機
の
整
備
は
各
中
隊
の

整
備
兵
と
、
材
料
廠
（
長
：
中
・
少
佐
）

の
整
備
隊
が
行
い
ま
し
た
。
聯
隊
の
人
員

は
約
6
0
0
名
で
す
。

　

3
個
飛
行
聯
隊
が
集
め
ら
れ
て
飛
行
団

を
つ
く
り
ま
す
。
そ
の
最
上
位
者
は
航
空

兵
団
長
で
す
。

■
満
洲
事
変
と
飛
行
第
6
聯
隊

　

1
9
3
1
（
昭
和
6
）
年
9
月
19
日
の

深
夜
2
時
の
こ
と
で
し
た
。
平
壌
の
飛
行

第
6
聯
隊
長
の
官
舎
の
電
話
が
鳴
り
ま
し

た
。
週
番
司
令
に
よ
る
と
、
第
20
師
団
参

謀
長
か
ら
朝
鮮
軍
命
令
の
伝
達
を
受
け
た

と
い
い
ま
す
。

　
「
奉
天
付
近
で
日
支
両
軍
が
戦
闘
中
、

飛
行
第
6
聯
隊
は
戦
闘
、
偵
察
各
1
個
中

隊
を
奉
天
飛
行
場
に
応
急
出
動
さ
せ
よ
、

出
動
部
隊
は
飛
行
場
到
着
後
、
作
戦
に
関

し
て
は
関
東
軍
司
令
官
の
区
処
を
受
け
よ
」

　

聯
隊
は
直
ち
に
応
急
派
兵
の
手
続
き
を

執
り
、
朝
6
時
に
は
88
式
偵
察
機
2
機
の

出
動
準
備
が
で
き
、
す
ぐ
に
2
機
は
離
陸

し
て
行
き
ま
し
た
。
翌
日
に
は
乙
式
1
型

偵
察
機
4
機
、
甲
式
4
型
戦
闘
機
8
機
も

出
発
し
ま
す
。
整
備
員
も
先
発
の
5
名
が

輸
送
機
で
飛
び
、
他
25
名
は
列
車
で
資
材

と
と
も
に
奉
天
に
向
か
い
ま
し
た
。
20
日

の
朝
に
は
飛
行
場
に
全
員
が
入
り
ま
し
た
。

　

関
東
軍
に
は
航
空
部
隊
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
上
、
陸
軍
中
央
は
事
変
不

拡
大
方
針
、
戦
闘
用
の
燃
料
・
弾
薬
・
資

88式軽爆撃機

87式重爆撃機
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材
も
補
給
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
関
東
軍
に

も
そ
の
準
備
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

当
時
、
航
空
部
隊
の
補
給
量
は
歩
兵
の

10
倍
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
1
回
の
出

撃
に
は
1
機
で
ド
ラ
ム
缶
半
分
く
ら
い
の

ガ
ソ
リ
ン
が
必
要
で
、
潤
滑
油
も
そ
の
1

割
く
ら
い
を
消
耗
し
ま
す
。
整
備
も
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
が
補
給
組
織
も
必
須
で

す
。
聯
隊
長
は
さ
ま
ざ
ま
な
悪
条
件
を
解

決
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

関
東
軍
飛
行
隊
と
し
て
航
空
部
隊
が
で

き
た
の
は
そ
の
後
で
し
た
。
九
州
大
刀
洗

の
飛
行
第
4
聯
隊
か
ら
偵
察
中
隊
、
浜
松

の
飛
行
第
7
聯
隊
か
ら
は
軽
爆
1
個
中
隊

が
割
愛
さ
れ
ま
し
た
。
材
料
廠
も
1
個
が

整
備
さ
れ
、
3
個
大
隊
9
個
中
隊
の
勢
力

と
な
り
ま
す
。
偵
察
・
戦
闘
・
爆
撃
の
各

3
個
中
隊
で
す
。
関
東
軍
野
戦
航
空
廠
も

置
か
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
の
関
東
軍
作
戦

主
任
参
謀
は
、
あ
の
航
空
拡
張
論
者
に

な
っ
た
石
原
莞
爾
大
佐
で
し
た
。
石
原
は

後
に
昭
和
11
年
の
航
空
大
拡
張
を
立
て
ま

し
た
。

　

飛
行
第
6
聯
隊
長
は
沖
縄
出
身
で
初
め

て
の
陸
軍
将
官
に
な
り
ま
す
。
所
沢
飛
行

学
校
幹
事
に
も
な
り
ま
し
た
。
長
嶺
亀
助

少
将
こ
そ
そ
の
人
で
し
た
。

　

で
は
、
次
回
は
陸
軍
航
空
の
発
達
に
伴

う
「
空
地
分
離
」
施
策
を
お
話
し
ま
す
。

　

山
越
事
務
局
長
の
後
任
の
本
庄
で
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
誠
心
誠
意
努
力

す
る
所
存
で
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
6
年
4
月
1
日
を
も
ち
ま
し
て
、

公
益
財
団
法
人
偕
行
社
と
陸
上
自
衛
隊
の

幹
部
退
官
者
か
ら
な
る
陸
修
会
と
が
合
同

し
、
公
益
財
団
法
人
陸
修
偕
行
社
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
陸
上
自
衛
隊
幹
部
退
官
者

の
会
の
初
年
度
と
し
て
、
偕
行
社
の
目
的

及
び
事
業
を
引
き
継
ぎ
陸
上
自
衛
隊
に
対

す
る
支
援
を
主
眼
と
し
、
安
全
保
障
に
対

す
る
調
査
・
研
究
・
提
言
及
び
普
及
、
陸

上
自
衛
隊
等
に
対
す
る
必
要
な
協
力
、
英

霊
の
慰
霊
顕
彰
及
び
自
衛
隊
殉
職
者
の
追

悼
等
を
行
う
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
折
、
厳
し
い
財
務
状
況
に
鑑
み
、

陸
上
自
衛
隊
へ
の
協
力
を
効
果
的
に
行
う

こ
と
を
念
頭
に
、
更
な
る
事
業
の
精
選
を

図
り
、
財
務
状
況
に
見
合
っ
た
事
業
の
編

成
・
実
施
を
補
佐
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す

と
と
も
に
、
事
業
の
執
行
に
お
い
て
は
、

日
々
の
地
道
な
業
務
を
通
し
無
駄
を
明
ら

か
に
す
る
な
ど
、
こ
れ
を
適
切
に
管
理
し
、

収
支
均
衡
に
向
け
鋭
意
尽
力
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

事
務
局
一
丸
と
な
り
理
事
長
を
補
佐
し
、

陸
修
偕
行
社
が
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、
頼
り

甲
斐
の
あ
る
組
織
へ
成
長
で
き
る
よ
う
務

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

重
ね
て
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

陸
修
偕
行
社
の
発
足
と
い
う
節
目
の
年

度
に
、『
偕
行
』
の
編
集
委
員
長
を
拝
命

し
ま
し
た
。

　

前
任
の
柴
田
編
集
委
員
長
の
下
で
6
年

間
常
勤
の
編
集
委
員
と
し
て
勤
務
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
前
任
者
同
様
、
陸
修
偕
行

社
の
事
務
局
や
各
委
員
会
と
の
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
関
係
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導

を
賜
り
な
が
ら
、
新
た
な
気
持
ち
で
専
心

努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
『
偕
行
』
は
陸
修
偕
行
社
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
の
重
要
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル

で
あ
り
、
ま
た
陸
修
偕
行
社
を
構
成
す
る

会
員
の
た
め
の
雑
誌
で
も
あ
り
ま
す
。

　

陸
修
偕
行
社
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
で

あ
る
安
全
保
障
等
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・

提
言
及
び
普
及
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ

ら
の
研
究
内
容
や
成
果
を
、
今
ま
で
同
様
、

積
極
的
に
掲
載
し
ま
す
。
そ
の
際
、
一
般

の
雑
誌
等
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
の
『
偕

行
』
独
自
の
編
集
に
も
心
掛
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
た
め
の
雑
誌
と
い
う
点
に
つ
き

ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
『
偕
行
』

に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ア
ン

テ
ナ
を
張
り
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
な

が
ら
、
よ
り
一
層
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で

い
た
だ
け
る
誌
面
作
り
に
努
力
し
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
ご
投
稿

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、「
花
だ
よ
り
」

「
つ
ど
い
」
欄
な
ど
も
是
非
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
漢
詩
壇
の

文
芸
コ
ー
ナ
ー
へ
の
作
品
の
投
稿
も
大
歓

迎
で
す
。

　

一
方
、
近
年
、
新
聞
や
雑
誌
と
い
っ
た

紙
媒
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
に
よ
り
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
陸
修
偕
行

事
務
局
長
を
拝
命
し
て

　
　
　
　

事
務
局
長

本
庄　

俊
弘　
陸
自
80

編
集
委
員
長
を
拝
命
し
て

　
　
　
　

編
集
委
員
長

佐
藤　

正　
陸
自
78
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